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考 察

受精卵を管理するにあたり、活力ある仔魚を種苗生産に用いるためには、水温は 6～8℃に保つとふ化率

が良く、多くのふ化仔魚を得ることができることが、本試験においても確認できた。

35 日齢以降に起こる異常浮上を軽減するため、平成 25 年度は飼育用水に含まれる溶存ガスの過飽和状

態を解消する、新型曝気システムを用いて過飽和状態を軽減することができたが、依然として 35 日齢以降

に浮き袋内に気泡が溜まることによる異常浮上が起こり、へい死する個体が多くみられたため 2）、平成 26

年度ではワムシの栄養強化剤の再検討を行った。1 回次の生産で、これまで使用していたスーパー生クロ

レラ V12 より DHA 及び EPA が多く含まれる生クロレラω3 を使用したが、25 日齢で大量へい死が起きた。

また、2 回次ではナンノクロロプシスをワムシ強化剤として使用したが、これまでと同様に 35 日齢以降に

異常浮上が起こり、へい死する個体が多くみられた。

2 ヶ年の試験結果から、浮き袋内の気泡発生要因は飼育用水の溶存ガス濃度でもなく、栄養強化剤でも

なく、別の要因で気泡が発生するものと考えられた。これまでの異常浮上は 30 日齢頃から浮き袋に気泡が

発生し始め、35 日齢以降に異常浮上を起こしている。このため、30 日齢までに何らかの対策を講じる必要

あり、今回はその対策の一つとして期待を持てる知見を得ることができた。それは、冷凍コペポーダを摂

餌するようになった個体は、浮き袋に気泡が発生することがなく活力があり、その後もへい死する個体が

殆どなかったことである。こうしたことから、冷凍コペポーダを 30 日齢までに餌として認識させ、摂餌さ

せることができれば浮き袋の気泡発生を抑えることができ、異常浮上を軽減できるものと考えられた。

今後、安定的に種苗を生産するため、来季の種苗生産で冷凍コペポーダを早期に摂餌させる方法の検討、

飼育方法の見直し等を行い、気泡発生の軽減及び気泡ができる要因を明らかにする。

中間育成については、今回の結果からも、活魚水槽から海上網生簀への収容方法はビニール袋を用いた

方法にすることで、へい死個体を大幅に軽減することが改めて確認された。また、作業効率の改善につい

ては、収容尾数が少なく試験を実施することができなかった。
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表 10 過去 9 か年の中間育成結果

26 5.28-6.19 22 2,500 45.2、48.6 2,450 70.5 98.0 2,450 右腹鰭抜去

5.24-6.21 28 3,800 37.3、36.3 3,000 50.2 78.9 3,000 左腹鰭抜去

6.6-6.22 16 5,000 37.1 4,700 42.3 94.0 0 無標識

24

23

22 4.28～6.25 58 43,400 34.1－42.0 31,300 62.2－81.6 72.1 31,300 右腹鰭抜去

21 5.20～6.24 35 21,000 42.0 17,000 66.6 81.0 17,000 左腹鰭抜去

20 5.14～6.19 36 19,000 37.3 13,500 61.0 71.1 13,500 右腹鰭切除

19 4.26～6.16 51 32,000 35.2 30,500 76.9 95.3 30,500 左腹鰭切除

18 5.11～6.20 40 35,000 37.4 32,500 76.9 92.9 10,000 右腹鰭切除
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野辺地マコガレイ種苗作出試験 

髙橋進吾 

目 的 

野辺地産のマコガレイ親魚から種苗の作出試験を行い、種苗放流により陸奥湾系群の資源造成を図る。 

材料と方法 

1. 種苗生産技術開発

(1) 種苗生産 

野辺地地先で漁獲された雌 4 尾、雄 3 尾、計 7 尾のマコガレイ親魚を当研究所に搬入し、平成 25 年 12

月 19 日に人工採卵・授精を行い、そのふ化仔魚を用いて仔稚魚の成長と生残を調査した。 

(2) 中間育成 

種苗生産で得られた稚魚を当研究所の陸上水槽を用いて平成 26 年 3 月 17 日から中間育成を行い、平成

26 年 6 月 17 日に野辺地地先に放流した。 

結果と考察 

1. 種苗生産技術開発

(1) 種苗生産 

ふ化仔魚 9.0 万尾

(ふ化率 15％ )を用い

て 種 苗 生 産 試 験 を 行

っ た 結 果 、 平 均 全 長

22.8mm、2.6 万尾の稚

魚を生産し、生残率は 28.9％であった（表 1）。  

(2) 中間育成 

種苗生産で得られた稚魚 2.6 万尾を用いて、平成 26 年 3 月 17 日から中間育成を開始した。 

放流直前の 5 月下旬頃から細菌性疾病が発生し（飼育水温 12～16℃）、2 週間程大量へい死が続いたため、

エルバージュ薬浴や換水率アップを行ったがほとんど効果がなく（累積へい死率約 60％）、収容密度をか

なり低くして対処した。へい死が収まった平成 26 年 6 月 17 日に平均全長 58.6 ㎜に成長した稚魚 2,000

尾を野辺地漁港内に放流した（表 2）。 

表1　マコガレイ種苗生産結果

平均全長 尾　数 平均全長 尾　数
（mm） （万尾） （mm） （万尾） （％）

H26.1.6 4.4 9.0 H26.3.17 70 日 22.8 2.6 28.9

ふ化仔魚の収容 取り上げ稚魚
生残率

年月日 年月日
飼育
期間

表2　マコガレイ中間育成（陸上水槽）結果

平均 平均 うち

全長 全長 　標識

（mm） （尾） （mm） （尾） 　尾数 （％）

H26.3.17 22.8 8,000 円型30ｔ・1面 H26.6.17 92 日 58.6 2,000 0 25.0 野辺地・種苗作出試験分

H26.3.17 22.8 8,000 円型10ｔ・3面 H26.10.19 216 日 94.6 2,000 2,000 赤色アンカータグ 25.0

H26.3.17 22.8 6,000 円型15ｔ・2面 H26.10.29 226 日 103.4 1,500 800 白色アンカータグ 25.0

H26.3.17 22.8 4,000 円型10ｔ・2面 H26.10.30 227 日 120.4 1,000 800 黄色ダートタグ 25.0

合 計 26,000 6,500 3,600 25.0

備　考

栽培漁業技術開発事業
での標識放流

生残率

年月日
 飼育
期間

尾 数

開　始

年月日
尾 数

使用水槽 標識種類

終 了 （放 流）




